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Zusammenfassung

l･:swirdeineMethodezurErmittlungalter

tllCOrCtisch m6glichen StqllungsISOmeren VOn

CycloheXan-Substitutionsproduktenbeschrieben.

DieZcichnungenLurdieAllfteilungderZWeier-

gruppendesCyclohexansundfiirdieVertau-

sch'ungsm6glichkeitendieselCruppensowiedie

GruppenaufteilungenLurbestimmte Summen-

formeln werden angegeben'. Tafel1 sowie

Tabelle1und 2.

DiehierbeschrieberleMethodewarfurldie

AufsLellungdesSessel･KonfigurationsIKataloges

furCOHJ'XhisC6,Xl.11'wichtig･tJberdieAn -

GrundktirperalsCyclohexan*)Wi一dananderer
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11 モンシE)チ ヨ＼ゥの幼虫の合期間における頭部の成長につし､て 殺虫剤の生物試験用

昆虫の飼育にかんする諸問題 第 8報 長沢純夫 (京都大学 化学研究餅 武居研究室)30.6･27

受益

モンシT)チョウの幼虫を,一定の環境条件下<個体別に飼育し それらの頂帽を逐次測定した

結果から,令期間における成長の度合を,小槙本統計の理論にもとづいて考蕪した｡

Ⅰ.･緒 言

モンシロチョウ Pierisl･aPaeCYuClvora13oisduval

の幼山糊にわける琉部の成長については,測定伯より

する命糊の判払 変穴の様相,城長のしかたなどにか

/I,して,すでに柁々の知51が上野く8Al0)および長沢(51

によって以tJt･されている｡今回ここにのべようとする

ことは,rLJJ一班Fl'i条件下で,個体別BLWI'をおこない,

これらのiUilPL7位逐次alIJ正した記丘剥こもとづいて,主に

令Jylrlilの成長の比企を.小は木の統計理論にも､とづい

て考察した結果である｡

本文にはいるにさきだち,文献の恵与と数値の脈明

に御教示をいただいた ConnecticutAg√.Expt.

sta.の C.Ⅰ.Bliss博士, ならびに大阪市立大学

理工学部大沢消散矧 こ深甚の謝意を衷する次第である｡

Il.測定材料および測定方法

ここでmrJ光をおこなった材料は,1955年5月下til,
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高跳市所在の京都大学出学部附属択押出助のキャベツ

栽培地において卵を採班し,25oCの恒温船中にわい

て脚化せしめたもののうち, 5月27日に脚化したも

のを1匹づっ,街綻 2･5cnで,深さ 1･Ocm の肉池に
いれて窮3令 まで,それ以後は田経 9.0cm,深 さ

1.0cm のシャーレにいれて, 氾皮 23oC,tu係泣Iie

89% の環境条件下において飼育した｡ 企糾地物とし

ては,キャベツの柴をあたえ,これらは岱口新郎なも

のととりかえるようにした｡執旧の測光は,オキユラ

ーミクロプ-タ-を払拭した双眼餌微粒によって付目

一正時刻におこなった｡

II.
111.説ZJ定 結 果

昆虫の成長を袈示する DyarQ) および Gaines

andCampbell(1)の式は, いづれも測定伯の対数を

もって.令糊との拙さ芦田線開床をもとめたも.のである.

そこで,ここでも以後の計印と考究そのための班宜を考

はして,測定値 (叫位 mm)の対数をもとめ,̀さもに
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Table1. ATeanlVi(lthofllC.ldmpstlleinlog.lrithrnsineachinstarinthe17Common

cabbagebutterfly,Pl'en'sTaEaemLCivoyaI!oiSduval;y-1+log(mm).

それへ1をくわえた数伯を示しておこう｡その結果は

郡1表左3分の2にしめすごとくである｡なお同一令

)田内の毎日のblrJ定位はこれを平均してその代去伯とし

､た｡.

ⅠⅤ.考 桑

モンシロチョウ幼虫の令期間のql巧の成長について

は,さきに上野(ち)は,Dyar(3)の式および徳永(6･7)の

式にJ:くあてはまることをしるしているが,衣示乃至

図示された結果から判づれば,むしろこれはDyarの

式の方が2;･.-T一適合度はたかいようである｡ 筆者(5)は

DyarP);GaincsandCampbell(4) および砥永(6･7)

の3式をあてはめてみた純宋からは.Dyarの式が皮

も適合度がたかく,Gajncs.TlndCampbellの式がこ

れにつぐが,細水の式は帆2才7･にくらべては,その度

合は若-T･ひくいという丸1～,7m,なえた｡しかし以上は,い

づれも野外採り王の火tLn卓木石.･nrl)Ji:の材料 こもちいた折井!

から考察されたものである｡-)とのB3Ffa糸†'ト下でm休

別飼育をおこなったものの.逐次州妃 の紙袋からは

Dyarの式,GainesandGampl)ellの式のいづれが

たかい適合既を有するか否かを,こ.こに小駅本統計の

理論を頓用して検討考訳してみたい｡すなわちそれは,

GainesandCampbell の式においてその曲緑の庇

合をしめしている2次回m項の有志性を校定すること

によって, ~よ り簡単な Dyar の式で表現しうる

かどうかを決定すればよいわけで,それについては∴

先に筆者は,Bliss(I)が殺虫剤の生物試験の結果の澱

理にもちいた分散分析t1三によって,このFlの有意性を

検疋する万lZ;をとつた｡ しかしここでは rllissand

I)card(空)の方lJ;にならって同様の 校正をおこなうこ

ととする｡そのためにまづ or(hogonalcocEficl'ent

xわJ:ぴ A:･'なもうけて,各胴体ごとに S(xy),お

よび S(x′γ)をもとめ.あわせてね個体別に各令期

の測定平均値をLJl計すると,郡lIR-13-3分の1にしめ

すような数値をえる｡そして 17個体についてそれぞ

れの項を袋計したのが第1表下段の数値であるO_こう

した歎flftを基線 こ分散分析をおこなった結果をしめす

とm2TF(のごとくで,第3列の2次回帰項にかんす

る Fは 96.13となり, 有意ですてることはできな

い.すなわち,平均頭肺の対 数と令期との関係は,

この均介 Dyar の式よりiむ しろ G,ninesand

CamPhcllの式をみてはDTこJJ-が, よりFiい遜合耽

.71
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Table2.Ar)alysisofvariaヮceofthegrolVthbetweeninstarsinthemeanlog-､vi.dthof'̂
ムcadcapsule(×103) ofthècommoncabbageI)uttcrLly,Ez'eyisyapaeuzLCivoyaBoisduval.

Ro-I Term lDegreesoffrcedomlsum ofsquaresLMeansquareLF

Amonglarvatotals
R占gressiononinstar.

いLinneartrend

Simplecurvature

Scatter.
∫nteractiondflaェ･vaeby

'Linneartrend

SimpleLCurVature

Scatter(efror)

16 7458

6658741

18265

1935

3576

I1488

6073

F significantat 沸P<0.05. ii兼P<0.01【

がえられるものと結諭される｡その方程式を計許した

t.ti矧ま,

yFO.LJ'JOO+0.1995(X-3)､-0.0080(X-3)空

で,この朋旅を図示したのが節1図であるOなおここ

で.Yは巾の故をあらわす｡
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Fjg.1. RchtionhehVCenmeanlog-width
ofheadcal塙uleandinstarnumhcroflarva
oEthecommoncabbagebutterfly, PieTis
ra♪aecrlLCitJoralioisduval.

Ⅴ.摘 要

モンシロチョウ幼虫を,温度 25oC,関係氾皮 39%

の環境衆fF下で.仰 糊Uに飼育し.それらの琉脚を毎

日-1に蛸刻に触81Ilした｡えられた結果にもとづいて,

令糊rLT'Jfこわける成長07度合別 ､嘩本の統計理論 当̀こて

らして枚討考察した｡成長の割合は.DyarO)の式よ

f).も GaincsandCampbell(4)の式によt)前い適合
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皮をしめし,

y--0･9909+0･1995(X-3ト 0･0050(X-3)2

の式をもってあらわしうることをしつた,
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Re'sume'

Somestudieson thegrowthofheadcapsule

of larvaeofthecommon cabbagebuttcrLly.
pierisrapaecrucivora I3oisduval,lVCE･ealready

carriedoutbyUeno(8･9･10) andNagas.1Wa(5).In

this.paperl the writerdescribed the result

studied on thegJOIVth betlVeen instarsllSing

thefiguresofsuccessivemeasur乍mCntSOnthe

relativelysmallnumbersofindividuallar､,ae･

ThelarvaelVererearedonleafofthecabbage

undertheconditionof25oCand89% relative

humidity.From thedayoLhatchingthelargest

width of head capsule of each larva was
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measuredonceadaywith;tnocular'micrometcr. ny;Lr'sformulaのtocxprcsstherelationhcllVCCn

TheresultofamlySisofv.lrhnCCSl101YC(Ithe log widthoEthehead capsllley andinst;一r

significanceinthemeansquarefortheaverage numberX ofthepresentdata･ Theeqtlation

curvature.Itisconsi(lcrc(Itll.lttheGaJncs;In° computedwasy-0.9fJOO十0.1995(X-3)-0.0DSO

Campbell'sLormuh(1)ismorc叩plieahlcthan ,(X-3)管.

斑odeofinheritanceofresistancetonicotine Stllfatein Dyosoi)hilamelEmOgaSter.

hTasuhisaTstIÊhl叩0 (GeneticaLli-al)oratory,FacultyofScience,OsakaUnivもrsity).

]ミeceivedユ8July.1955,Bo/yu-Kagahu,20,73,1955.(withEnglishresumd80)･

]2 シ ョウジ ョウバエの硫酸ニコチン持続性 とその迫庶子分析 塚本和久 (大阪大fI'-･理学

部 生物学教宣)30,7.18受理

ショウジヨウ){王の幼虫の硫醸ニコチン抵抗性は不尭仝優性形質<あって,I)DTや liHCに

対する抵抗性が第2染色体右腕にある泣仏字によって支配されているのに対し この形即 主筋

3染色体の紡錘糸附督点付近 (3-47土) にある抵抗性主要泣仏字およびそれ以外の染色体に

ある変更退位子によって支配されていることが明らかとなったと

緒 言

良虫の殺虫剤抵抗性のiEl伝については,招近ィエ'バ

工を材料として枇界の各地で研死が進められており,

イタリアのD'Alessandro一派1)MilaniG)'6).デンマ

ークのKeiding3), アメ･)カの Johnstdnその他=)

pimentelその他8)等の研死は殊に舛昧深い｡甥者も

大垣氏と共に,昆虫の殺虫剤抵抗性の脚 荷を耶明する

ための韮吸的研死の一つとして,キイ ロショウジョウ

バエを用いて有機合成殺虫剤であ●る DDTや BIIC
に対する抵抗性の迫伝学的研究を行ってきた 7,10･11)O

その結栄,すくなくとも1令幼虫から蛸を経て羽化し

た成虫に至る殆んど全肘 宅を通 じて殺虫剤で淘汰する

幼虫テス ト法では,DDTや Im C 抵抗性を交配し

ているのは主としてその節2染色体右腕にある優性迫

伝子であることを明らかにしたが,今回はさらにアル

カロイド系の天然殺虫剤として古くから使用されてい

る硫酸ニコチンに対しても昆虫の系統により延抗性に

zi如 呪 られることを知 り,■その航抗性の退位子ね析

を行ったので,これ らの結只について珊告する｡

この研兜を行うにあたって終始有朋鮎宜を賜った大阪

ガ 声剖 Il秀9)教授,'i.''f々イJIl左な助コと批判をいただい

た氾速大学人FTIEj弘助教払 大Pl大学大J･'b良氾助教授

の各位に汎 朋の芯を-1之するOまたこの火映に111いた硫

酸ニコチンは口木瓜･iT31訓に 捌よf)斑与朋つたもので

ある.こゝに明記して11く感謝する｡

突出材料および方法

実験に用いた硫慨ニコチン机抗性の系統は,キイロ

シ､ヨウ ジ ヨウバ エ DrosoJ)lLZ'lal〃CIaTIOgL7SLcrの

Hikone-R および NS-R の2系統である｡このう

ち Ilikone'-R 系統はさきに 1)DT,RIIIC必紬も性の

氾伝子分析に用いた mllltiplercsistantの野生型系

統であって,】U52咋に汚損Hfで採黙されて以来さら弓こ

研究室円でそれぞれ T)DT, lmC,硫慨ニコチンを

含んだ飢料で1叩以｣二引純いて淘汰しなが ら飼育して

Nuたものである｡また NS-R 系統は,1951年に口

本の 各地から托uミされた多くの野生型系統 の 巾 から'

1954年5月に謬税を除く北軸凪 米州,四国,九州の

各地からの14系統の成虫を配合飼育したものを,教tLr

代後に 50Oppm 和FRのニコチンを含む餌料で飼育軸

汰し.人祖的に抵抗性を発達せしめた系統で,投手別ま

極めて抵抗性が低かったが,淘汰世代数を経るに従っ

て急速に抵抗性が糊大したものである｡また位初は野

生型の表現型を示 していたがL硫戯ニコチンで飼育淘

汰をしているうちに劣性の突然変異を起し,限色は著

しく朱色尊皇するに至った｡この突然変只は後に調光

の結果第 2敗色体の ml)地位子 の対立形nである

ことが判明したので cnr,･'" と命名され,NS-R 系統

は現花では野LL型ではなく cnF･51という旧色の突然変

穴型紙抗性系統としてGrrlfされている｡

非舵抗性の系統としては.即LL:当世の Canton-S系

統およびm2.m :I.m4の'du空也肘 こ劣性の形懐的

突然変只形Tfを只えた●bw;sE;_svq という'multi-

chromosomFlの系統を主として用いたが･その他 se

ss,GZ Sb/LVM,GZSbH/Payne等の系統 も迫

伝子分析に用いられた-" )

他用した殺虫剤は,通常の農薬用として調製されて

いる 40,00'硫慨土コチンで,■実験に際し適当な氾既に

1:Elf:einnabar2ltE=J7.5限の朱色突然変只｡

** これらの突然変典については英文摘要の脚社を

抄爪の.tと｡
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